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口
す
る
標
識
に
つ
い

~
；
る
標
識
に
関
す
る
多
く

'~, 
.¥ 

本
稿
は
、
中
国
商
標
口

ー
：
う
「
そ
の
他
不
良
な
影
り
＂
ロ
ー

,
。
口
標
登
録
出
頻
を
認
め
な
い

1, 

同
判
決
は
、

訴
訟
事
件
に
お
い
て
、

し
、
又
は
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
を
有
す
る
標
識
を
商
標
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
を
禁
止
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
る
。
同
規
定
の
ル
ー

一
九
八
―
一
年
に
中
国
で
公
布
さ
れ
た
最
初
の
商
標
法
に
あ
る
。
今
憔
紀
に
入
っ
て
か
ら
、
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
を
有
す
る

標
識
に
つ
い
て
の
議
論
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二

0
一
五
年
三
月
―
一
日
に
、
北
京
知
識
産
権
法
院
は
、
「
微
椙
」
商
標
行
政

ソ
よ
、

ヽ
~
'

―
1
0
一
三
年
に
三
度
目
の
改
正
が
行
わ
れ
た
中
国
現
行
商
標
法
は
、

1
0
条
一
項
八
号
を
適
用
し
、
原
告
（
商
標
登
録
出
廂
人
）
で
あ
る
創
博
亜
太
科
技
（
山
東
）
有
限
公
司
に
よ

は
じ
め
に

中
国
商
椋
凸
：

標
識
に

し＼

b

「
そ
の
他
不
良
な
影
響
ー

1
0
条
一
項
八
号
に
お
い
て
、
五
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害

「
そ
の
他
不
良

陳楊

和

義

息

勤

／

訳

を
有
す
る
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2
 

ー

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ー

に
対
し
て
、
別
の
論
者
は

¥
S
I
S
j
標
法
一

0
条
一
項
八
号
）
：

□

/

と
い
う
表
現
自
体
が

学
説
上
の
議
論

包
括
規
定
説

ま
ず
、
「
『
そ
の
他
不
良
な
影
響
』
条
項
は
商
標
法
一

0
条
一
項
の
包
括
規
定
で
あ
っ
て
、
以
下
の
内
容
を
含
む
。
①
公
序
良
俗
に
反

品
質
、
効
能
、
成
分
、
用
途
、
産
地
又
は
生
産
者
に
つ
い
て
公
衆
を
誤
認
さ
せ
る
も
の
、
た
だ
し
宣
伝
を
誇
張
し
、
詐
欺
性
を
有
す
る

も
の
を
除
く
」
と
解
す
る
説
が
あ
る
。
ま
た
、
「
立
法
形
式
を
み
れ
ば
、
商
標
法
で
い
う
『
そ
の
他
不
良
な
影
響
』
は
む
し
ろ
包
括
規

゜゚
2
 

す
る
も
の
、
た
だ
し
社
会
主
義
の
道
徳
と
風
習
に
反
す
る
も
の
を
除
く
、
②
間
違
っ
た
記
述
で
あ
っ
て
、
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
、
り6

 
6
 

学法大阪

定
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
と
に
該
当
す
る
状
況
が
生
じ
た
場
合
に
は
当
該
明
文
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
状
況
が
生
じ
、
か
つ
国
家
又
は

社
会
の
一
般
的
な
利
益
に
関
連
す
る
場
合
に
は
、
『
そ
の
他
不
良
な
影
響
』
条
項
を
適
用
し
て
利
益
の
調
整
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
い
う
見
解
も
あ
る
。

一
般
規
定
説

あ
る
論
者
は
、
「
商
標
法
一

0
条
一
項
八
号
は
例
示
規
定
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
』
を
害
す
る
標
識
は
例
示

口
分
で
あ
り
、
『
そ
の

1
0
条
一
項
一
号
か
ら
七
号
ま
で
に
列
挙
さ
れ
、
又
は
八
号
に
い
う
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
」
を
害
す
る

一
般
規
定
で
あ
ゥ
口

一
般
規
定
で
あ
る

『そ

外
延
は
さ
ら
に
不
明
確
で

晶
分
で
あ
る

「そ

規
定
の
性
質

『
社
会
主
義

20(〕



八
号
の
上
記
部
分
は

は
な
い
と
考
え
ら
れ
る

¥
あ
る
号
の
規
定
の
一

の
号
又
は

り
に
規
定
す
る
「
そ

5

う
な
形
式
と
構
造
を
採

I' ) 

し¥

）
と
は
で
き
な
い
。

の
ロ
ジ
ッ
ク
構
造
か
ら
；
＇
，
い

こおける「その他不良な影響」を有する標識について

ー
一
般
規
定
の
例
示
規
範

「
も
っ
と
も
、
あ
る
標
識
の
登
録
が
特
定
の
民
事
上
の
権
利
利
益
を
害
し
、
か
つ
我
が
国
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
宗
教
、
民
族
等
の

社
会
公
共
利
益
と
公
共
秩
序
に
消
極
的
で
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
も
た
ら
す
場
合
に
は
、
『
そ
の
他
不
良
な
影
響
』
規
定
を
発
動
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
唱
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
結
局
、
包
括
規
定
説
と
同
様
で
あ
る
。

私
見
で
は
、
こ
こ
で
い
う
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
は
一

0
条
一
項
の
包
括
規
定
で
な
く
、
ま
た
一
般
規
定
で
も
な
く
、
通
常
の
規

定
で
あ
る
。
包
括
規
定
は
中
国
の
立
法
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
商
標
法
一
四
条
は
、
「
馳
名
商
標
を
認
定
す
る
際
に
は
、
以
下

の
要
素
を
考
慮
す
る
。
…
…
五
号

「
以
下
の
行
為
の
い
ず
れ
も
、
登
録
商
標
専
用
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
。
…
…
七
号

＼
祀
対
的
事
由
の
―
つ
で
あ

当
該
商
標
が
馳
名
で
あ
る
そ
の
他
の
要
素
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
商
標
法
五
七
条
も
、

害
を
与
え
る
場
合
」
。
こ
の
よ
う
に
、
包
括
規
定
の
形
式
と
構
造
は
、
ま
ず
条
文
の
柱
書
に
お
い
て
次
の
各
行
為
が
問
題
の
あ
る
行
為

そ
れ
ま
で
の
各
号
に
お
け
る
列
挙
に
よ
っ
て
生
じ
う
る
漏
れ
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
商
標
法
一

0
条
一
項

で
あ
る
旨
を
定
め
た
う
え
で
、
号
に
お
い
て
い
く
つ
か
の
行
為
を
列
挙
し
、
そ
し
て
最
後
の
号
に
「
そ
の
他
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
、

26
 

6
 

ー

゜

他
人
の
登
録
商
標
専
用
権
に
そ
の
他
の
損

2
 

3

規
定
の
性
質
論

心
極
的
で
マ
イ
ナ
ス

の
で
あ
っ
て
、
使
用
し
＇

の
道
徳
風
習
を
害
ず
f
□

い口：

氏
が
国
の
政
治
、
経
済
、

い
社
会
公
共
利
益
と

ol
い
逗
用
規
則
に
よ
れ
ば
、

9

芦
己
括
規
定
で
は
な
く
、

〔2016.5〕



ー
↑
良
な
影
響
」
を
定
義
し

↑
良
な
影
響
の
状
況
を

しl

ズ
、
「
意
見
」
は

と
限
定
し
て
い
る
の

「
商
標

て
い
る
。
ま
た
、
「
標
準
ー

実
質
的
な
差
異
は
な
い

しl

1
0
条
一
項
八
号
は
こ
の
よ
う
な
表
現
形
式
と
構
造
を
採
っ
て
い
な
い
た
め
、

―
1
0
 I
O
年
四
月
に
、
中
国
最
高
人
民
法
院
（
以
下
「
最
高
法
院
」
と
い
う
。
）

、
ま
ず
、
「
標
準
」

図
形
又
は
そ
の
他
の

題
的
意
見
」
（
以
下
「
意
見
」
と
い
う
。
）

は
、
「
関
子
審
理
商
標
授
権
確
権
行
政
案
件
若
干
間

三
条
に
お
い
て
、
「
人
民
法
院
は
あ
る
標
識
が
そ
の
他
不
良
な
影
響
を
有
す
る
状
況
を
構
成

す
る
か
否
か
を
審
査
判
断
す
る
際
に
、
当
該
標
識
又
は
そ
の
構
成
要
素
が
我
が
国
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
宗
教
、
民
族
等
の
社
会
公

共
利
益
と
公
共
秩
序
に
消
極
的
で
マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
か
を
考
慮
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。
「
意
見
」
は
、
道

徳
面
の
不
良
な
影
響
を
排
除
す
る
代
わ
り
に
、
政
治
等
の
面
に
お
け
る
広
範
囲
の
不
良
な
影
響
を
そ
の
内
容
に
含
め
て
お
り
、
公
共
利

益
、
公
共
秩
序
に
関
す
る
包
括
規
定
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、
―

1
0
0
五
年
に
国
家
工
商
行
政
管
理
総
局
（
以
下
「
国
家
工
商
総
局
」

と
い
う
。
）
が
制
定
し
た
「
商
標
審
壺
及
審
理
標
準
」
（
以
下
「
標
準
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
に
関
す
る
規

ー (
―
-
）
法
源
上
の
差
異

現
行
の
司
法
解
釈

る。

（阪大法学） 66 (1-202) 

等
の
規
定
が
あ
る
。

一
般
規
定
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ

20;> 

り〉

変
造
、
売
買
」
、

、
書
面

こ
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
八
）

ぬ

0
る。

U
I
‘
 

伊
ぇ
ー

「
身
分
証

□

:t11
＂＼ 方

社
会
保
障
カ
ー
ド
、

岱
身
分
を
証
明
で

般
規
定
も
中
国
の
法
律

ヽ

し
く
つ
カ

、
、

7

ー
と
い
う
語
で
ま
と
め



ける「その他不良な影響」を有する標識について

，
口
ロ
治
的
な
内
容
で
あ
り
、

2
 

し
て
登
録
出
頻
す
る
場
へ
11

ら
す
可
能
性
が
あ
る
冒

“t[

で
あ
る
。
し
か
し
、

死
亡
し
た
自
然
人

項
一
号
が
禁
止
す
る
標
ー
い

り
状
況
は
国
家
の
尊
厳
に

社
会
公
衆
が
当
て
仄
＇
口

を
定
義
せ
ず
、

（
以
下
「
商
評
委
」

対
す
る
侵
害
と
区
別
し
、
公
共
利
益
と
公
共
秩
序
に
関
係
す
る
条
文
本
来
の
属
性
を
明
ら
か
に
す
る
点
に
お
い
て
、
前
後
の
条
文
と
の

整
合
性
を
有
す
る
と
評
価
す
る
一
方
、
明
ら
か
な
悪
意
を
有
し
、
誠
実
椙
用
の
基
本
原
則
に
反
し
た
商
標
の
登
録
を
認
め
て
し
ま
え
ば
、

そ
れ
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
る
の
は
お
そ
ら
く
特
定
の
民
事
主
体
の
権
利
利
益
に
止
ま
ら
な
い
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
現
行

の―

1
0
一
三
年
商
標
法
で
は
「
商
標
の
登
録
と
使
用
は
、
誠
実
倍
用
の
原
則
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

商
評
委
の
か
つ
て
の
懸
念
と
疑
間
は
も
は
や
不
要
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

制
定
中
の
司
法
解
釈

―
1
0
一
四
年
一

0
月
一
四
日
に
、
最
高
法
院
は
、
「
関
子
審
理
商
標
授
権
確
権
行
政
案
件
若
干
問
題
的
規
定
（
案
）
」
（
以
下
「
規
定

案
」
と
い
う
。
）
を
公
開
し
た
。
「
意
見
」
と
は
異
な
り
、
「
規
定
案
」
は
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
に
つ
い
て
明
確
な
定
義
を
定
め
て

お
り
、
そ
の
内
容
は
「
標
準
」
と
基
本
的
に
同
様
で
あ
る
。
「
規
定
案
」
は
、
次
の
三
つ
の
状
況
を
新
し
く
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」

と
定
め
て
い
る
。
①
中
華
人
民
共
和
国
の
国
家
名
称
等
を
含
む
が
、
全
体
的
に
同
一
又
は
類
似
と
ま
で
は
い
え
な
い
標
識
で
、
当
該
標

識
を
商
標
と
し
て
登
録
す
れ
ば
国
家
名
称
等
の
濫
用
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
②
他
人
が
無
断
で
著
名
な
人
物
の
氏
名
を
商

I' ) 

1

意
見
」
三
条
に
つ
い
て
、

元
の
民
事
主
体
の
権
利
利
益

マ
イ
ナ
ス
な
影
響
を
考
古
3/

I
%
,
3
。
国
家
工
商
総
局
が
設
E
,
1
1
1
1
¥

0
処
理
を
担
当
す
る
商
標

□

，青

(/>

い
代
わ
り
に
、

の
面
に
お
け

66 (1-203) 203 〔2016.5〕



そ
の
組
み
合
わ

る」 3
 

民
間
の
信
仰
仁

宗
教
的
感
情
、

現
行
の
省
令

場
合
に
は

八
か
先
に
有
し
て
い る

。
ま
た
、

経
書
、
用
語
、

図
形
又
は
そ
の
組
み
合
い

の
称
号
、
イ
メ
ー

□

¥
£
小
教
活
動
の
場
所
の
名
称

二
つ
の
状
況
、
す
な
わ
し
，

□

口
い
又
は
要
素
に
、
宗
教
的
い
仰

法
」
等
に
基
つ
き
当
該
商
標
の
登
録
を
取
消
す
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
③
が
保
護
し
よ
う
と
す
る
の
は
死
亡
し
た
自

然
人
の
氏
名
が
有
す
る
利
益
で
あ
る
が
、
自
然
人
が
死
亡
に
よ
り
権
利
能
力
を
失
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
近
親
族
は
「
民
法
通
則
」
、

「
権
利
侵
害
責
任
法
」
等
に
基
つ
き
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
従
っ
て
、
②
と
③
が
関
係
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
は
、

他
の
法
律
に
よ
っ
て
す
で
に
明
文
で
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
に
含
め
て
捉
え
る
必
要
は
な
く
、
ま
た

そ
う
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
「
規
定
案
」
の
上
記
規
定
の
妥
当
性
は
疑
間
な
し
と
し
な
い
。

―1
0
0
五
年
に
国
家
工
商
総
局
が
公
開
し
た
「
標
準
」
は
、
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害
し
、
又
は
そ
の
他
不
良
な
影
響
を
有
す

1
0
種
類
の
標
識
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
①
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害
す
る
も
の
、
②
政
治
的

に
不
良
な
影
響
を
有
す
る
四
つ
の
状
況
、
す
な
わ
ち
、
国
家
、
地
域
又
は
政
治
的
な
国
際
組
織
の
指
導
者
の
氏
名
と
同
一
又
は
類
似
す

る
も
の
、
国
家
の
主
権
、
尊
厳
と
イ
メ
ー
ジ
を
害
す
る
も
の
、
政
治
的
意
味
を
有
す
る
数
字
等
で
構
成
さ
れ
る
も
の
、

テ
ロ
組
織
、
暴

力
団
組
織
の
名
称
又
は
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
氏
名
と
同
一
又
は
類
似
す
る
も
の
、
③
人
種
・
民
族
の
尊
厳
又
は
感
情
を
害
す
る
も
の
、
④

）
と
に
な
る
の
は
疑
い

ー
ニ
法
通
則
」
、

「
権
利
侵
害
？
口
汀

し
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る

＞
る
商
標
が
他
人

；
る
対
象
は
自
然
人

は
「
商
標
登
録
出
頻
：
｀
ロ
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ける「その他不良な影響」を有する標識について

⑧
公
衆
を
誤
認
さ
せ
る
四
つ
の
状
況
、
す
な
わ
ち
、
公
衆
を
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
等
の
特
徴
に
つ
い
て
誤
認
さ
せ
る
も
の
、
公
衆

に
よ
く
知
ら
れ
る
書
籍
の
名
称
を
書
籍
商
品
に
指
定
し
て
使
用
す
る
も
の
、
公
衆
に
よ
く
知
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
の
名
称
を
ゲ
ー
ム
機
又
は

ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
の
記
録
媒
体
等
の
商
品
及
び
関
連
サ
ー
ビ
ス
に
指
定
し
て
使
用
す
る
も
の
、
公
衆
に
よ
く
知
ら
れ
る
映
画
、

送
番
組
、
ラ
ジ
オ
放
送
番
組
、
歌
謡
曲
の
名
称
を
、
映
像
、
音
楽
媒
体
の
映
画
、

ト
テ
ー
プ
等
の
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
に
指
定
し
て
使
用
す
る
も
の
、
⑨
企
業
の
名
称
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
又
は
企
業
の
名
称
を
含
む
商

標
で
あ
っ
て
、
そ
の
名
称
は
出
廂
者
の
名
義
と
実
質
的
な
違
い
が
認
め
ら
れ
、
公
衆
を
商
品
又
は
サ
ー
ビ
ス
の
出
所
に
つ
い
て
誤
解
さ

示
i

)

せ
る
も
の
、
⑩
そ
の
他
不
良
な
影
響
を
有
す
る
も
の
。
明
ら
か
に
、
①
は
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
繰
り
返
す
も
の
で
、
②
ー
⑩
は

「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
の
具
体
的
な
類
型
で
あ
る
。
不
良
な
影
響
を
有
す
る
す
べ
て
の
類
型
を
列
挙
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

⑩
は
包
括
規
定
の
形
を
採
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
省
令
は
包
括
規
定
説
を
採
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
は
か
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
の
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
商
標
法
に
対
す
る
解
説
の
主
な
内
容
は
、
「
標

準
」
と
同
様
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
当
該
解
説
は
「
立
法
法
」
に
定
義
さ
れ
て
い
る
法
律
解
釈
の
構
成
要
件
を
具
備
し
な
い
た
め
、
法

的
拘
束
力
を
有
し
な
い
。

ロ
□

名
又
は
階
級
の
名
称
と
口

、
⑦
各
国
の
法
定
貨
幣

テ
レ
ビ
番
組
、
音
楽

L
D
、
音
楽
C
D
又
は
カ
セ
ッ

社
会
団
体
等
の
機
構
・

テ
レ
ビ
放

同
一
又
は
類
似
す
る
｀

の
、
た
だ
し
一
般
化
ー

ロ
一
又
は
類
似
す
る
も
の
、

凡
汀
‘
，
叫
業
的
に
使
用
す
る
こ
と

の
職
名
、
軍
隊
口

⑤
中
国
の
各
党
派
、
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に
つ
い
て
公
衆
を
誤
認
x□[
]

知
識
産
権
法
院
、
北
京
市
高
級
人
民
法
院
、
最
高
法
院
は
こ
れ
を
判
断
す
る
司
法
機
関
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
機
関
の
間
に
お
け
る
解
釈

の
差
異
と
不
一
致
は
、
商
標
の
登
録
と
権
利
確
認
に
関
す
る
行
政
異
議
申
立
て
及
び
訴
訟
手
続
に
お
い
て
、
異
な
る
審
決
又
は
判
決
と

い
う
結
果
を
も
た
ら
す
。
商
評
委
の
見
解
が
裁
判
所
の
そ
れ
と
異
な
れ
ば
、
商
標
行
政
訴
訟
に
お
い
て
商
評
委
が
敗
訴
す
る
こ
と
に
な

6
 ゜

6
 

6
 

る
。
商
標
審
決
取
消
の
行
政
訴
訟
に
お
い
て
、
八
号
の
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
に
係
る
事
件
が
全
体
の
敗
訴
事
件
に
占
め
る
比
例
は
、
）学法大阪

そ
れ
ぞ
れ
、
二

0
1
0
年
に
一
三
％
‘
―

1
0

I

―
年
に
八
％
‘
―

-
0
―
二
年
に
六
％
、
―

-
0
-
三
年
に
五
％
、
―

1
0

I

四
年
に
一

0
%

で
あ
っ
た
。
―

1
0
一
三
年
の
商
標
法
改
正
以
前
に
、
「
商
品
の
品
質
、
機
能
等
に
つ
い
て
消
費
者
を
誤
認
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
」
場

合
に
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
商
評
委
と
裁
判
所
の
立
場
に
不
一
致
が
見
ら
れ
た
。
二

0
1
0

年
以
前
で
は
、
商
標
局
と
商
評
委
は
い
ず
れ
も
商
標
の
登
録
が
公
衆
を
誤
認
さ
せ
、
そ
の
結
果
不
良
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
を
理
由

に
、
「
消
費
者
の
誤
認
を
も
た
ら
す
可
能
性
の
あ
る
」
登
録
出
廂
を
拒
絶
し
、
裁
判
所
は
こ
の
判
断
を
支
持
し
て
い
た
。
―

1
0
I
O
年

か
ら
、
こ
の
規
定
の
理
解
と
適
用
に
関
す
る
裁
判
所
の
立
場
に
変
化
が
見
ら
れ
、
裁
判
所
は
、
「
消
費
者
の
誤
認
を
も
た
ら
す
可
能
性

の
あ
る
」
標
識
に
つ
い
て
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
と
判
断
し
、
商
評
委
が
法
律
を
間
違
っ
て
適
用
し

た
と
す
る
判
決
を
下
す
よ
う
に
な
っ
た
。
二

0
一
三
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
関
連
条
文
は
「
詐
欺
的
で
、
商
品
の
品
質
等
の
特
徴
又
は

八
ふ
，
＼
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

て
取
り
消
さ
れ

,
＼

□

標
が
「
そ
の
他
不
良

実
務
上
の
差
異

状
況
の
概
観

っ
た
。
し
か
し
、
前
述
ー

し
て
い
る
よ
う
に
、

ー
そ
の
他
不
良
な
影
響
」

ロ
臼
iij
こ
禁
止
す
る
も
の

の
審
決
が
裁
判
所
の

ヮ
し
て
い
た
法
律
条
文
自
什
か

に
つ
い
て
、

20ti 



に
使
用
し
、
か

に
つ
い
て
、

ー
紛
ー
旨
を
定
め
る
改
正
前
商
冒
/

不
正
な
手
段
に
よ

近
時
、
商
標
審
決
事
件
に
お
け
る
商
評
委
の
法
律
適
用
に
変
化
が
見
ら
れ
る
。
第
6
2
8
5
5
4
2
号
図
形
商
標
の
無
効
宣
告
事
件
で
は

「
他
人
が
先
に
有
す
る
権
利
を
害
す
る
場
合
」
、
第
4
2
5
5
1
1
3
号
「

x,s
t
a
t
i
c
」
商
標
無
効
宣
告
事
件
と
第
1
0
3
0
0
7
0
9
号
「
謬
謬
」
商
標

(18) 

訓
い
宣
告
事
件
で
は

に
使
用
し
、
か
つ

こおける「その他不良な影響」を有する標識について

2

審
決
に
お
け
る
変
化

違
っ
て
適
用
し
た
と
し
て
取
り
消
さ
れ
た
」
た
め
で
あ
る
。
第
一
の
種
類
は
、
①
明
ら
か
に
他
人
の
商
標
が
有
す
る
倍
用
に
た
だ
乗
り

す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
馳
名
商
標
の
保
護
規
定
を
適
用
で
き
な
い
場
合
、
②
本
人
又
は
被
代
表
者
に
よ
る
授
権
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

代
理
人
又
は
代
表
者
が
自
ら
の
名
義
に
よ
り
商
標
登
録
出
頼
を
し
、
前
者
に
よ
っ
て
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
場
合
、
③
他
人
が

先
に
有
す
る
権
利
を
害
す
る
場
合
、
④
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
他
人
が
す
で
に
使
用
し
、
か
つ
一
定
の
影
響
を
有
す
る
商
標
を
先
駆
け

て
笠
録
出
頼
す
る
場
合
、

場
合
、

で
あ
る
。
第
二
の
種
類
は
、
①
使
用
を
目
的
と
せ
ず
に
、
大
量
の
商
標
登
録
を
取
得
す
る
行
為
に
対
し
て
、

当
事
者
が
商
評
委
に
当
該
登
録
商
標
の
取
消
し
を
申
し
立
て
て
い
る
の
に
、
当
該
登
録
が
商
標
と
し
て
の
使
用
、
登
録
の
禁
止
規
定
に

違
反
す
る
旨
を
法
律
根
拠
と
し
て
主
張
し
て
い
な
い
場
合
、
②
詐
欺
的
手
段
又
は
そ
の
他
の
不
正
な
手
段
に
よ
っ
て
登
録
を
取
得
す
る

で
あ
る
。

の
事
件
に
お
い
て
、

り〉

規
定
を
適
用
ー
／
と
ー

ー
は
と
ん
ど
裁
判
所
に
法
律
亭
砂
口

と
し

＼
一
ろ
か
、
倍
増
し
て
い
る

よ
れ
ば
、
そ
の
原
因
は
、

口
汀
~
に
商
評
委
が

「
そ
の

標
識
と
認
定
し
た
審
決
i
p
¥

「
法
律
を
間
違
っ
て
適
JiJI
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ー

丁
国
の
権
威
あ
る
国
語
辞
Ir□

る
。
ど
の
よ
う
に
分
け

に
よ
れ
ば
、
「
或
苫
ー

と
い
う
二
つ

□

1111体
は
法
律
用
語
で
は
な
ー
）

ー
良
」
、
「
影
響
」
に
は
、

ー
或
者
」
と
「
有
其
他
不
？
旦
〗
〗
い

条
、
現
行
商
標
法
三
一
―

合
」
を
規
定
す
る
改
正
前
商
標
法
四
一
条
、
現
行
商
標
法
四
四
条
が
適
用
さ
れ
た
が
、
同
事
件
に
お
い
て
は
、
第
一
の
種
類
の
①
の
よ

う
な
状
況
も
存
在
し
て
い
た
。
商
評
委
の
上
記
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
一

0
条
一
項
八
号
の
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」

規
定
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
が
、
近
時
の
審
決
で
は
実
際
に
は
同
号
が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
点
を
み
れ
ば
、
司
法
判
断
が

効
果
を
発
揮
し
、
商
評
委
が
そ
の
立
場
を
修
正
し
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
行
政
管
理
機
関
と
司
法
機
関
に
よ
る
、
現
行

商
標
法
一

0
条
一
項
八
号
の
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
場
面
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
で
あ
り
、
「
そ
の
他

不
良
な
影
響
を
有
す
る
」
標
識
の
意
味
に
つ
い
て
の
共
通
認
識
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

(
-
）
商
標
法

1
0
条
一
項
八
号
後
段
の
原
文
「
或
者
有
其
他
不
良
影
響
」

の
意
味
を
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
言
語
的
分
析
を
行
い
た
い
。

「
或
者
有
其
他
不
良
影
響
」
は
、
「
或
者
」
、
「
有
」
、
「
其
他
」
、
「
不
」
、
「
良
」
、
「
影
響
」
と
い
う
六
つ
の
字
又
は
語
に
分
け
る
こ
と
が

ロ
語
の
意
味
分
析

用
語
の
言
語
的
分
析

て
再
審
事
件
で
は
、

の
状
況
に
つ
い
て
、

よ
っ
て
登
録
を
取
得
す
：
工
？

八
条
に
明
文
規
定
が
あ
る

巫
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
も
口

一
の
種
類
の
②
は

(/>

、
第
9
2
8
8
3
7
5
号
「
P
P
R」

と
は
無
関
係
で
、

（阪大法学） 66 (1-208) 208 



叶
海
』
に
よ
れ
ば
、

ぶ

o
し

に
も
た
ら
す
作
用
、

しぶ

り
意
味
は
、
「
言
語
、

い
、
③
消
息
、

こ
他
人
又
は
周
り
の
事
柄

ー
小
良
」
を
直
接
に
解
説
し

こおける「その他不良な影響」を有する標識について

口
意
味
が
あ
る
が
、
本
条
」

の

い

ず

れ

か

[

‘

「

ほ

か

の

」

を

意

味

す

：

〈

22)

（

23)

「
良
」
は
、
①
良
い
、
②
善
良
な
人
、
③
と
て
も
、
④
姓
の
一
っ
、
で
あ
る
。
「
不
良
」
は
、
「
良
く
な
い
」
を
表
わ
す
。
「
影
響
」
は
、

(24) 

①
他
人
の
思
想
又
は
行
動
に
作
用
す
る
、
②
人
又
は
事
柄
に
も
た
ら
す
作
用
、
③
伝
間
的
、
根
拠
が
な
い
、
を
表
わ
す
。

つ
ま
り
、
『
現
代
漢
語
詞
典
』
に
よ
れ
ば
、
「
或
者
有
其
他
不
良
影
響
」
の
意
味
は
、
「
も
し
か
し
て
他
人
の
思
想
又
は
行
動
（
人
又

は
物
事
）
に
他
の
良
く
な
い
作
用
を
も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
」
か
、
「
又
は
他
人
の
思
想
又
は
行
動
（
人
又
は
物
事
）
に
他
の
良
く

い
ら
れ
、
前
後
の
文
章
が
並
列
選
択
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
、
「
或
者
有
其
他
不
良
影
響
」
は
二
番
目
の
意
味
と
解
す
べ
き
で

て
、
③
あ
る
、
④
仮
に
、

1
0
条
一
項
八
号
の
規
定
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば
、
「
或
者
」
は
こ
こ
で
接
続
詞
と
し
て
用

る
、
占
有
す
る
、
保
有
す
る
、
②
存
在
す
る
、

中
国
の
別
の
権
威
あ
る
国
語
辞
書
で
あ
る

あ
る
。

な
い
作
用
を
も
た
ら
す
」
と
解
さ
れ
う
る
。

IV叫
す
る
意
味
は
、
①
存
在
十
‘
,
9

に
用
い
る
、
③
接
続
詞
、

ふ

[

i

な
意
味
が
あ
る
。
「
或
者
…

『
辞
海
』

味
は
、
①
良
好
、
②
善
良
、
③
順
調
、
④
で
き
る
、

は
、
「
或
」
、
「
有
」
、
「
良
」
、
「
影
響
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い

る
。
「
或
」
に
は
九
種
類
の
意
味
が
あ
る
が
、
本
条
文
に
関
連
す
る
意
味
は
、
①
又
は
、
或
い
は
、
二
者
の
う
ち
一
っ
、
②
も
し
か
し

(25) 

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
「
有
」
に
は
十
一
種
類
の
意
味
が
あ
る
が
、
本
条
文
に
関
連
す
る
意
味
は
、
①
有
す

(26) 

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
「
良
」
に
は
一

0
種
類
の
意
味
が
あ
る
が
、
本
条
文
に
関
連
意

(27) 

の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
「
影
響
」
は
、
①
言
語
、
行
為
、
物
事
が
他
人
又
は
周
り

(19) 

い
こ
と
を
表
わ
す
。

I

か
し
て
の
意
味
、

の
う
ち
ど
れ
か
一
っ

し¥

66 (1-209) 209 〔2016.5〕



2
 

に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い

口
只
で
な
い
も
の
を
同
じ
号
[
々

い
同
号
の
「
社
会
主
義

の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
い
：

(j 

i
'

ゞ
な
い
。
従
っ
て
、
「
或
贄
ー

口
二
の
並
列
選
択
関
係
を
表
i
/

の
他
不
良
な
影
響
を
有
ず
f
□

)

つ
こ
と
に
な
る
。

こ
と
な
く
祖
互
に
独
」
11、

文
章
の
文
脈
分
析

「
社
会
王
義
の
道
徳
風
習
を
害
し
、
又
は
そ
の
他
不
良
な
影
響
を
有
す
る
」
と
い
う
文
章
に
お
い
て
、
仮
に
「
或
者
」
を
「
も
し
か

し
て
」
と
理
解
す
れ
ば
、
本
号
は
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害
し
、
も
し
か
し
て
そ
の
他
不
良
な
影
郷
音
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害
す
る
」
こ
と
と
は
、
ま
さ
に
道
徳
的
な
危
害
が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、

道
徳
を
超
え
た
、
例
え
ば
政
治
、
文
化
等
の
分
野
に
お
い
て
そ
の
他
不
良
な
影
聾
が
あ
る
は
ず
は
な
く
、
道
徳
は
政
治
等
の
そ
の
他
の

社
会
現
象
と
峻
別
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
「
も
し
か
し
て
」
と
は
不
確
定
な
状
態
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
不
確
定
な
状
態
を
規
制
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
同
号
を
以
上
の
よ
う
に
理
解
す
る
と
、
理
解
で
き
な
い
内
容
に
な
っ
て
し
ま
い
、
立
法
趣
旨
に
反
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。
ま
た
、
仮
に
「
或
者
」
を
等
し
い
関
係
を
表
わ
す
接
続
詞
と
理
解
す
れ
ば
、
本
号
は
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を

害
し
、
す
な
わ
ち
そ
の
他
不
良
な
影
響
が
あ
る
」
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
で
は
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害
す
る
」
こ
と
と
、

不
良
な
影
響
を
有
す
る
」
と
い
う
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。

（阪大法学） 66 (1-210) 

以
上
の
よ
う
に
、

21(〕

の
関
係
を
表
わ
し
、

1
0
条
一
項
八
号
は
、
「
社
会
主
義
の
道
徳
と
風
習
を
害
す
る
」
と
、
こ
れ
と
並
列
選
択
関
係
に
あ
る
「
そ
の
他

は
二
番
目
の
意
味
と
解
3

窯

11
口
が
あ
る
」
と
解
さ
れ
る

晟
定
内
容
を
踏
ま
え
れ
ば

認
続
詞
と
し
て
用
い
ら
れ

S

り〉

い
作
用
が
あ
-
'□

「
又
は
言
語
、
行
為
、

口
事
柄
に
他
の
望
ま
し
く
こ
し



、
又
は
そ
の
他
職
務
に
胄
：
ぐ
K

I' ) 

こ
い
う
文
章
が
あ
る
が
、

(/>

の
利
益
を
保
護
す
る

の
目
的
が
達
成
で
き
な
い

「
企
業
破
産
法
」
一
三
条

よ
り
公
正
に
職
務
を
執
）
，
9

，

口
目
的
が
達
成
で
き
な
い
ー

ゞ

こ
と
カ

＞
る
。
こ
こ
で
の
共
通
性
i
[

こおける「その他不良な影響」を有する標識について

ー り
前
の
事
柄
と
異
な
り
、
ま
た
そ
れ
を
含
ま
な
い
別
の
事
柄
が
生
じ
る
こ
と
を
指
す
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
「
社
会
主
義

の
道
徳
風
習
」
と
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
は
、
文
言
上
も
文
脈
上
も
異
な
る
事
柄
で
あ
り
、
異
な
る
意
味
合
い
を
有
す
る
も
の
で
あ

1
0
条
一
項
八
号
の
規
定
は
構
造
的
に
、
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害
す
る
こ
と
」
と
、
こ
れ
と
は
並
列
選
択
関
係
に
あ
り
、
同

質
の
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
を
有
す
る
こ
と
」
の
二
つ
の
部
分
か
ら
な
る
の
で
あ
る
。

(
―
-
）
他
の
法
律

中
国
の
立
法
に
お
い
て
、
多
く
の
法
律
が
「
又
は
そ
の
他
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
お
り
、
行
政
法
、
民
事
法
と
刑
事
法
の
い
ず

れ
の
分
野
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
行
政
法
の
分
野
で
は
、
「
行
政
訴
訟
法
」
五
五
条
に
、
「
裁
判
官
が
事
件
と
利
害
関
係
又
は
そ
の
他

(29) 

公
正
な
裁
判
に
影
響
す
る
関
係
を
有
す
る
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
共
通
性
は
、
公
正
な
裁
判
の
保
証
で
あ
る
。
民
事
法

の
分
野
で
は
、
「
契
約
法
」
九
四
条
は
、
「
当
事
者
の
一
方
が
債
務
の
履
行
を
遅
延
し
、
又
は
そ
の
他
違
約
行
為
が
あ
り
、
そ
の
結
果
契

「
又
は
そ
の
他
」

る。

八
号
の
規
定
内
容
か
ら
ナ
い

し
た
ら
す
」
と
解
す
べ
き
で

と
い
う
文
章
は
、

プ
ロ
う
。
ま
た
、
「
其
他
」
と
い

ー
は
か
の
」
と
解
す
る
以
外

い
つ
語
は
多
く
の
使
い
方
が
い

又
は
そ

ー
を
、
並
列
選
択
関
係
に

VJ
み、

文
脈
的
に
意
味
を
以
；

66 (1-211) 211 〔2016.5〕



ー

19

月
地
化
し
、

か

っ

旦
ー
の
地
方
人
民
政
府
は
、

ょ、
9

,

 

草
原
を
耕
地
化
”
:
ロ

ぐ
/
]
場
合
」
を
挙
げ
て
い
る

（
砂
漠
化
対
策
法
）
」

と
定
め
て
い
る

て
は
な
ら
な
い
。

土
地
が
所
在
す
る
地
域
口

い
」
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
食
品
安
全
法
」

2
 

一
三
四
条

生
産
を
害
し
た
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
「
刑
事
訴
訟
法
」
二
五
一
条
は
、
下
級
裁
判
所
が
「
刑
の
執
行
前
に
受
刑
者
が
重
大
な
犯
罪
事

実
を
告
発
し
、
又
は
そ
の
他
重
要
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
、
判
決
を
見
直
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
に
」
、
執
行
を
停
止
す
べ
き
旨
を
規
定

し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
共
通
性
は
行
為
が
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
点
は
、
刑
法
が
規
定
す
る
登
録
商
標
の
冒
用
等
の
七
つ
の
知
的
財
産
権
侵
害
犯
罪
の
う
ち
、
唯
一
、
著
作
権
侵
害
犯
罪

に
係
る
規
定
に
お
い
て
「
又
は
そ
の
他
」
と
い
う
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

「
不
良
な
影
響
」

中
国
の
立
法
に
お
い
て
、
多
く
の
法
律
は
「
不
良
な
影
響
」
と
い
う
表
現
を
使
用
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
刑
法
」
七
―
一
条
は
、
刑

の
執
行
猶
予
の
要
件
の
一
っ
と
し
て
、
「
執
行
猶
予
を
宣
告
し
て
も
居
住
地
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
重
大
な
不
良
の
影
響
を
有
し
な

一
四
二
条
は
、
行
政
に
責
任
が
生
じ
る
事
由
と
し
て
、
「
①
所
轄
地
域
で
発
生
し
た
食
品

安
全
事
故
に
対
し
て
、
速
や
か
に
主
管
機
関
に
効
果
的
な
処
理
を
命
じ
ず
、
そ
の
結
果
不
良
な
影
響
又
は
損
失
が
生
じ
た
場
合
、
②
所

轄
地
域
で
発
生
し
た
大
規
模
で
地
域
的
な
食
品
安
全
問
題
に
対
し
て
、
速
や
か
に
処
理
せ
ず
、
そ
の
結
果
不
良
な
影
響
又
は
損
失
が
生

た
め
、
重
大
な
死
傷
事
誓
又
i
[

¥
i
 

と
し

）
で
の
共
通
性
は
行
為
が
＇
久
'
:

る
四
七
か
条
が
こ

例
え
ば
、

111"＂
に
丁
に
安
全
管
理
の

刑
事
法
の
分
野
で

の
「
又
は
そ
の
他
」

）
、
各
則
で
は
条
文
全
体

（阪大法学） 66 (1-212) 21? 



ける「その他不良な影響」を有する標識について

て
い
ら
を
侮
辱
し
若
し
く
は

ぶ
竺

こ
め
て
い
る
。

か
を
間
わ
な
い
）
、
団
体

、
「
環
境
評
伯
法

同
様
な
解
釈
を
す
べ

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
商
標
法
を
始
め
、
多
く
の
国
内
法
は
「
又
は
そ
の
他
」
、
「
不
良
な
影
響
」
と
「
又
は
そ
の
他
不
良
な
影
響
」

等
の
表
現
を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
立
法
者
が
あ
る
社
会
現
象
に
つ
い
て
規
定
を
定
め
る
際
に
、
規
範
が
不
完
全
で
、

厳
密
さ
に
欠
け
、
時
代
遅
れ
と
な
る
こ
と
に
よ
り
法
の
欠
鋏
が
生
じ
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
内
容
が
不
確
定
の
表
現
を
採
用
す
る

こ
と
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
内
容
的
に
み
れ
ば
、
「
又
は
そ
の
他
」
の
後
の
語
旬
は
、
そ
の
前
の
語
句
の
内
容
を
含
め
ず
、
異
な
る
内

容
を
持
っ
て
い
る
。
法
的
性
質
を
み
れ
ば
、
後
の
語
旬
と
前
の
語
旬
は
同
じ
性
質
を
有
す
る
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
-
）
比
較
法

「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」

「
そ
の
他
不
良
な
影
郷
齊
」

の
内
容
が
不
確
定
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
外
国
又
は
他
の
地
域
の
立
法
に
、
解
釈
の
参
考
と
な
る
べ
き
同
様

米
国
商
標
法
第
一
編
第
一
一
条
は
、
「
不
道
徳
的
、
欺
膳
的
若
し
く
は
中
傷
的
な
事
項
：
又
は
あ
る
者
（
生
存
し
て
い
る
か
死
亡
し
て

の
あ
る
事
項
」

Ill□

的
な
象
徴
を
軽
蔑
し
、

べ
き
で
な
い

I' ) 

囚
係
を
偽
っ
て
示
唆
し
、

な
い
し
類
似
の
規
定
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

66 (1-213) 

1

米
国

213 

の
解
釈

い
て
、
「
不
良
な
影
響
」

ol
輝
構
造
と
文
脈
が
異
な
る
↑

し
て
挙
げ
る
こ
と

ー

19

怠
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い

商
標
法
と
そ
れ
以
外

〔2016.5〕



き
で
は
な
く
、

も
っ
と
も
、
米
国

日
本
商
標
法
四
条
一
項
七
号
は
、
「
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
商
標
」
に
つ
い
て
、
商
標
登
録
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を
定
め
て
い
る
。
日
本
特
許
庁
は
、
「
本
号
を
解
釈
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
む
や
み
に
解
釈
の
幅
を
広
げ
る
べ

(35) 

一
号
か
ら
六
号
ま
で
を
考
慮
し
て
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
し
て
い
る
。

現
行
「
商
標
審
壺
基
準
」
に
よ
れ
ば
、
「
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
商
標
」
に
は
、
そ
の
構
成
自
体
が

き
ょ
う
激
、
卑
わ
い
、
差
別
的
若
し
く
は
他
人
に
不
快
な
印
象
を
与
え
る
よ
う
な
文
字
、
図
形
、
記
号
、
立
体
的
形
状
若
し
く
は
色
彩

又
は
こ
れ
ら
の
結
合
、
音
で
あ
る
場
合
並
び
に
商
標
の
構
成
自
体
が
そ
う
で
な
く
と
も
、
指
定
商
品
又
は
指
定
役
務
に
つ
い
て
使
用
す

る
こ
と
が
社
会
公
共
の
利
益
に
反
し
、
又
は
社
会
の
一
般
的
道
徳
観
念
に
反
す
る
よ
う
な
場
合
も
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
」
、
「
他
の
法

律
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
用
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
商
標
、
特
定
の
国
若
し
く
は
そ
の
国
民
を
侮
辱
す
る
商
標
又
は
一
般
に
国
際
倍
義
に

ぶ36)

反
す
る
商
標
は
、
本
号
の
規
定
に
該
当
す
る
も
の
と
す
る
」
。
裁
判
実
務
で
は
、
業
界
と
地
域
の
利
益
を
公
序
良
俗
と
し
て
保
護
す
る

11

バ
日
例
が
あ
る
。

2

日
本

接
に
適
用
し
た
商
標
関
連
事
件
は
な
い
」
。

心
月
ぶ
内
容
を
同
一
視
し
て
い

（阪大法学） 66 (1-214) 2H 

し＼

ー
小
道
徳
的
』
と
い

さ
ら
に
、
「
『
不
道
徳
的
』

〇
意
味
は
若
干
異
な
る
可
生
111
月
い
い

は
不
道
徳
的
内
容
と

八
国
「
商
標
審
査
基
準
」

二
感
を
呼
ぶ
も
の
」

こ
と
を
禁
止
す
る
旨
：
aaIL



ける「その他不良な影響」を有する標識について

4
 

公
の
秩
序
に
反
す
る
商
門

ヅ
ニ
場
合
」
に
は
、
そ
の

しl

る
。
こ
れ
を
、

(38) 

ハ
心
が
あ
る
。

り〉

芯

ICI)□

111
又
は
社
会
通
念

パ
リ
条
約

る。 年
五
月
に
、
台
湾
の
経
済
主
管
機
関
が
公
開
し
た
「
公
の
秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
を
害
す
る
商
標
の
審
査
基
準
」
で
は
、
公
序
良
俗
を

害
す
る
商
標
と
し
て
以
下
の
一

0
種
類
の
も
の
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
犯
罪
、
暴
力
、

を
か
く
乱
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
、
②
我
が
国
の
国
家
民
族
、
国
内
各
民
族
、
外
国
民
族
を
貶
し
又
は
マ
イ
ナ
ス
な
イ
メ
ー
ジ
を
与

え
る
な
ど
国
家
民
族
の
尊
厳
を
冒
涜
す
る
も
の
、
③
宗
教
の
尊
厳
を
冒
涜
す
る
も
の
、
④
特
定
の
社
会
集
団
又
は
団
体
の
尊
厳
を
冒
涜

す
る
も
の
、
⑤
特
定
の
人
の
尊
厳
を
冒
涜
す
る
も
の
、
⑥
人
に
恐
怖
心
を
与
え
又
は
迷
倍
を
唱
え
、
心
身
の
健
康
を
害
す
る
も
の
、
⑦

わ
い
せ
つ
、
卑
わ
い
、
下
品
な
言
葉
又
は
図
形
を
有
す
る
も
の
、
⑧
著
名
な
歴
史
人
物
又
は
す
で
に
死
亡
し
た
近
代
の
著
名
な
人
物
の

肖
像
又
は
名
称
を
使
用
す
る
も
の
、
⑨
著
名
な
歴
史
小
説
に
登
場
す
る
実
在
し
な
い
人
物
の
名
称
を
使
用
す
る
も
の
、
⑩
そ
の
他
社
会

公
共
利
益
に
違
反
し
又
は
倫
理
道
徳
観
念
を
害
す
る
も
の
、

で
あ
る
。
こ
の
基
準
は
、
「
標
準
」
と
同
様
に
、
包
括
規
定
を
設
け
て
い

パ
リ
条
約
六
条
の
五

B
項
二
号
に
よ
れ
ば
、
商
標
が
「
道
徳
又
は
公
の
秩
序
に
反
す
る
も
の
、
特
に
、
公
衆
を
欺
く
よ
う
な
も
の
で

つ
い
て
一
五

―
つ
が
「
公

丁
国
台
湾
の
現
行
商
標
法
]
〗

中
国
台
湾

し¥

識
別
性
を
有
し
な
い

の
」
で
あ
る
。

二
0

テ
ロ
リ
ズ
ム
、
反
乱
又
は
社
会
秩
序

い
も
の
に
分
け
て
1
ー
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で
下
品
な
標
識
、

□

な
い
。
ま
た
、
「
八
号
の
ー

が
、
こ
れ
の
み
を
根
拠
に
、
後
段
に
規
定
さ
れ
る
「
そ
の
他
不
良
な
影
響
」
が
公
序
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
と
か
、
良
俗
を
保
護
す

る
も
の
で
は
な
い
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
パ
リ
条
約
、
米
国
商
標
法
、
日
本
商
標
法
及
び
中
国
台
湾
商
標
法
に
は
、
「
そ
の

他
不
良
な
影
響
」
に
類
似
す
る
規
定
は
存
在
し
な
い
た
め
、
こ
れ
ら
の
法
規
範
は
直
接
的
に
「
不
良
な
影
響
」
の
解
釈
に
と
っ
て
参
考

に
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
審
壺
基
準
や
裁
判
実
務
に
お
け
る
公
序
良
俗
の
解
釈
は
、
「
不
良
な
影
響
」
の
中
身
を
検
討
す
る
際
に
、

(
―
-
）
「
不
良
な
影
響
」
の
解
釈

「
『
そ
の
他
不
良
な
影
響
』

一
般
的
に
、
使
用
又
は
登
録
出
頼
さ
れ
て
い

(39) 

る
商
標
が
、
我
が
国
の
政
治
制
度
、
政
治
活
動
、
宗
教
、
風
俗
習
慣
に
害
す
る
も
の
を
指
す
」
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
。
し
か
し
、
政

治
制
度
と
政
治
活
動
は
政
治
の
間
題
に
属
し
、
風
俗
習
慣
の
範
囲
は
善
良
の
風
俗
の
範
囲
よ
り
も
広
い
た
め
、
こ
の
説
が
捉
え
て
い
る

の
他
不
良
な
影
響
」

1

主
な
学
説

い
{
Q、
9

ハ
も
我
が
国
の
社
会
道
徳

),ill

は
、
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
」
以
外
の
状
況
で
あ
っ
て
、

ビ
ン
ト
と
参
考
に
値
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

1
0
条
と
、
登
録
が
禁
11〉＼

□

い

し
て
い
る
。
中
国
商
標
迂

の
よ
う
に
、
パ

1
0
条
一
項
八
号
の
前
段
に
規
定
さ
れ
る
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
」
は
、
良
俗
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る

if 

＼
 [11j 

ヅ□

徳
風
習
を
提
唱
し
、

）
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、

あ
り
、
内
容
的
に
一

0
条

て
い
る
と
言
わ
な
け
い

一
条
と
―
二

J
/□

，
誌
俗
規
定
が
明
文
で
定
め

公
序
良
俗
に
対
す
る
保
i1111

□

1

ゾ
ぃ
邸
が
禁
止
さ
れ

111
国
台
湾
の
商
標
法
は
い

しぶ
j

パ

Ifc，
旦
ぃ
｀
口
入
を
商
標
登
録
拒
絶
事
由

しl
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ける「その他不良な影響」を有する標識について

い
？
＇
考
え
ら
れ
る
。

ふ
□

11

む
社
会
団
体
の
名
称
、

ー

1
口
げ
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
従

f,:J 

の
が
含
ま
れ

VJ
意
思
に
反
し
、
妥
当
で

標
識
戸
'
¥

の
⑤
の
よ
う
に
、
人
民

111什

べ
て
道
徳
の

ま
た
、
こ
の
立
場
は
商
標
を
社
会
の
安
定
を
維
持
す
る
道
具
と
捉
え
て
い
る
が
、
商
標
法
を
社
会
の
安
定
を
維
持
す
る
法
律
と
考
え
る

商
標
法
は
、
他
の
法
律
も
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
独
自
の
論
理
性
と
整
合
性
を
持
っ
て
特
定
の
社
会
関
係
を
調
整
し
つ
つ
、
他
の
法

律
と
と
も
に
全
体
の
法
体
系
を
構
成
し
て
、
異
な
る
角
度
か
ら
共
同
し
て
特
定
の
社
会
関
係
を
調
整
す
る
。
法
律
の
各
文
言
は
、
全
体

の
文
脈
に
沿
う
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
独
自
の
意
味
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
同
じ
意
味
の
無
駄
な
繰
り

返
し
に
な
る
か
、
論
理
的
に
一
致
し
な
い
語
句
の
羅
列
に
な
っ
て
し
ま
い
、
法
律
の
体
を
成
さ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

現
行
商
標
法
の
法
改
正
に
際
し
て
、
全
国
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
委
員
か
ら
、
使
用
を
禁
止
す
べ
き
商
標
に
、
「
労
働
組
合
、

共
産
党
青
年
団
、
婦
女
連
合
会
、
障
害
者
連
合
会
等
の
人
民
団
体
の
名
称
、
標
識
と
同
一
又
は
類
似
」
す
る
標
識
を
加
え
る
べ
き
と
す

る
提
案
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
企
業
が
許
可
を
得
ず
に
婦
女
連
合
会
等
の
人
民
団
体
の
会
章
を
商
標
と
し
て
使
用
し
、
婦
女
連
合

会
の
標
識
を
女
性
用
品
に
使
用
す
る
な
ど
の
行
為
が
見
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
詐
欺
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
提
案
は
立
法

2

私
見

）
と
も
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

い
な
い
内
容
を
解
釈
に

る
べ
き
で
は
な
い
。
さ
し
八
口

あ
り
、
妥
当
と
は
言
え
入
口
し

VJ
意
思
に
反
す
る
こ
と
に

心
際
に
、

法
律
が
明
文
で
臼
い
1
1

当
然
に
禁
止
さ
れ
、

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い

り
立
場
は
、
わ
い
せ
つ
、
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括
規
定
で
は
な
い
。
そ
の
内
容
は
、

結
び

い
等
の
標
識
と
解
す
べ

登
録
を
禁
止
す
べ

「
そ
の
他
不
良
な
影
響
を
有
す
る
」
標
識
に
関
す
る
商
標
法
一

0
条
一
項
八
号
後
段
は
、
通
常
の
規
定
で
あ
っ
て
、
同
条
同
項
の
包

ー
て
の
他
不
良
な
影
響
を
有
；

1
0
条
一
項
一
号
か
ら
七
号
ま
で
が
規
定
す
る
政
治
、
軍
事
、
外
交
、
民
族
差
別
、
詐
欺
的
等
の

標
識
で
は
な
く
、
八
号
前
段
が
規
定
す
る
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害
す
る
」
標
識
で
も
な
く
、
「
社
会
主
義
の
道
徳
風
習
を
害
す

る
」
標
識
と
法
的
に
同
様
な
性
質
を
有
し
、
異
な
る
表
現
形
式
を
採
る
標
識
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

(
1
)

匡
家
エ
商
行
政
管
理
局
商
標
局
『
商
標
法
規
資
料
渥
糧
』
（
法
律
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
三
頁
。

(
2
)

北
京
知
識
産
権
法
院
は
、
本
件
の
争
点
は
原
告
に
よ
っ
て
登
録
出
頻
さ
れ
、
異
議
を
申
し
立
て
ら
れ
て
い
る
本
件
商
標
が
登
録
さ
れ
た
場
合

に
商
標
法
一

0
条
一
項
八
号
の
規
定
に
反
す
る
か
否
か
で
あ
る
と
し
た
う
え
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
第
一
、
あ
る
標
識
が
特
定
商
晶
又
は

サ
ー
ビ
ス
に
使
用
す
る
特
定
主
体
の
商
標
と
し
て
登
録
使
用
さ
れ
た
場
合
に
、
公
衆
を
誤
解
さ
せ
、
公
の
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
れ
は
、
同

号
が
規
訓
す
る
状
況
に
該
当
す
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
第
二
、
本
件
商
標
が
そ
の
他
不
良
な
影
響
を
有
す
る
か
否
か
は
、
商
標
登
録
出
願
人
の

出
願
時
又
は
使
用
時
に
お
け
る
善
意
悪
意
の
問
題
で
は
な
く
、
当
該
商
標
の
登
録
と
使
用
に
よ
っ
て
生
し
う
る
客
観
的
社
会
的
効
果
を
考
察
し
て

判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
第
一
“
ヽ
，
りJJ
喜
八
］
又
1

ー

1

け
る
本
件
商
標
に
つ
い
て
、
〗
二
〗
い
〗
↑
:
八
/
”
i
l
\
f
r
l
)
"

ー
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
際
し
[

行
政
審
決
又
は
判
決
が
下
グ
い
＇
口
ゞ
奴

r
/
／口
’□

119し
状
況
を
考
察
し
、
そ
の
時
古
し
い
ー
／
r
i
/
又
’
‘
れ
た
新
し
い
公
の
利
益
と
公
I
/

秩
序
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
r

，
八
口
ぃ
f
:
1
1
[
：

法

の

『

公

序

良

俗

』

要

件

ぐ

｝

□

I
I
j
[
り
ず
む
一
五
四
号
（
二

0
-

、
ヽ
：
あ
る
。
な
お
、
本
件
は
控
訴
、
八

異
な
る
表
現
形
式
を
有
ー

ー
ロ
昴
悪
感
を
与
え
、

の
道
徳
風
習
を
害
‘
~
ぅ
八

:laJ
様
な
性
質
を
有
す
る
た
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た
が
、
本
稿
提
出
時
ま
で

3
)

商
標
法
四
二
条
三
項
い

め
な
い
旨
を
、
書
面
に
て
白

れ
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
位
↓

(
4
)

饒
亜
東
IIi
将
利
蒐
「
対
『
商
標
法
』
中
『
其
他
不
良
影
響
」
的
理
解
和
適
用
」
中
華
商
標
二

0
1
0
年
―
一
号
三
九
頁
。
な
お
、
こ
の
説
が

②
で
宣
伝
を
誇
張
し
、
詐
欺
性
を
有
す
る
も
の
を
除
く
べ
き
と
解
し
た
の
は
、
こ
の
内
容
は
二

0
一
三
年
改
正
前
の
商
標
法
一

0
条
一
項
七
号
に

明
文
で
規
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
直
接
に
七
号
を
適
用
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
5
)

趙
春
雷
「
商
標
法
中
的
『
其
他
不
良
影
響
』
」
中
華
商
標
二

0
0
四
年
九
号
五
八
頁
。

(
6
)

陳
錦
川
糧
『
商
標
授
権
確
権
的
司
法
審
査
』
（
中
匡
法
制
出
版
社
、
二

0
一
四
年
）
三
六
三
七
頁
。

(
7
)

孔
祥
俊
11

夏
君
麗
11

周
云
川
「
『
関
子
審
理
商
標
授
権
確
権
行
政
案
件
若
干
問
題
的
意
見
」
的
理
解
与
適
用
」
人
民
司
法
二

0
1
0
年
一
―

号
二
四
頁
。

(
8
)

最
高
人
民
法
院
研
究
室
編
『
知
識
産
権
、
不
正
当
競
争
司
法
解
釈
理
解
与
適
用
」
（
法
律
出
版
杜
、
一
＿

o-
四
年
）
ニ
―
四
頁
。

(
9
)

国
家
エ
商
行
政
管
理
総
局
商
標
評
審
委
員
会
「
二

0
1
0
年
商
標
評
審
案
件
行
政
訴
訟
情
況
」
法
務
通
訊
二

0
―
一
年
二
号
〈
http:
¥＼ 

w
w
w
.
s
a
i
c
.
g
o
v
.
c
n
 ¥
 
S
P
W
 ¥
 c
w
t
x
 ＼
〉
（
二

0
1
五
年
八
月
二

O
B
最
終
ア
ク
セ
ス
）
。

(10)

「
商
標
審
査
標
準
」
一
七
頁
ー
ニ
七
頁
〈
http:
＼
¥
 ww
w
.
s
a
i
c
.
g
o
v
.
c
n
 ¥
 sp
w
/
f
l
f
g
 ¥
 20
0
9
0
4
 ¥
 
t
2
0
0
9
0
4
0
8

—5
5
1
8
8
.
h
t
m
l

〉
（
二
0
1
五
年
一
0

月
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）
。

(11)

全
匡
人
民
代
表
大
会
常
務
委
員
会
に
お
い
て
議
論
さ
れ
た
法
律
に
対
す
る
解
説
に
つ
い
て
、
〈
http:/
＼
 
w
w
w
.
n
p
c
.
g
o
v
.
c
n
 ¥
〉
（
二

0
一
六
年

二
月
一
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）
参
照
。

(12)

匡
家
エ
商
行
政
管
理
総
局
商
標
評
審
委
員
会
「
二

0
1
0
年
商
標
評
審
案
件
行
政
訴
訟
情
況
」
、
「
二

0
1

況
渥
総
分
析
」
、
「
二

0
-
―
り
口
J
n
1
t

松
／
＂
／
汀

i
I
J
x
,〔
訟
情
況
渥
総
分
析
」
、
二
言

一
四
年
商
標
評
審
案
件
行
I
t
,
[
/
い
い
し
ぃ
…
／
州

ttp:/
＼
 
www.saic.gov.cn/f.pii. ixii・1xii 
1・
 

·1~ 

13)

匡
家
エ
商
行
政
管
理
＼
亨
ー
J

り
□

ー，
9

松

メ

な

’

[

1
0
 
Io年
商
標
評
審
案
件
，
11
以
，
べ

□

11
ロ

-
O
B
最
終
ア
ク
セ
ス
）
。

w
w
w
.
s
a
i
c
.
g
o
v
.
c
n
 ¥
 sp
w
/
c

ニ〈

「

ー
9

年
九
月
じ
日
最
終
ア
ク
セ
7

二
0
1
―
年
二
号

こおける「その他不良な影響」を有する標識について

, , 
l ＼，  

I、
，ふ

l✓ l 

て
い
な
い
。

ぃ
／
＼
％
れ
が
あ
り
、
又
は
そ

口
亭
口
〗
明
す
る
」
と
規
定
し
て
い
ス

一
年
商
標
評
審
案
件
行
政
訴
訟
情

つ
い
て
、
商
標
局
は
こ

小
ー
心
パ
影
響
」
に
関
し
て
は
議
論
が
ー
」
9

ら
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同
右
。

ロ
□

以

3;[
＼
↑
ー
ご
商
標
局
校
正
）
『
芙
匡
商
標
"
/□

14)

匡
家
二
商
行
政
管
理
，
ロ
ー
1□

`
ロ
ロ
バ
心
沖
な
ハ
9

ハ

ー
最
終
ア
ク
セ
ス
）
。

、
二

0
0
八
年
）

6
)

止
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）
。

(17)

〈

h
t
t
p
:＼
＼
 w
w
w
.
s
a
i
c
.
g
o
v
.
c
n
 ¥
 SP
W
 ¥
 dx
a
l
 ¥
 20
1
5
1
2
 ¥
 t2
 0
 1
5
1
2
0
8
—1
6
4
6
3
8
.
h
t
m
l

〉
（
二0
1
六
年
二
月
一
五
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）
。

(18)

〈

h
t
t
p
:
/＼
 w

w

w

 
.
s
a
i
c
.
g
o
v
.
c
n
 ¥
 S
P
W
 ¥
 dx
a
l
 ¥
 20
1
5
1
2
 ¥
 t2
0
1
5
1
2
0
2

—1
6
4
4
9
1
.
h
t
m
l

〉
(
―1
0
一
六
仁
十
―
一
月
一
五
日
最
玖
い
ア
ク
セ
ス
）
。

(19)

中
国
社
会
科
学
院
語
言
研
究
所
詞
典
絹
輯
室
絹
『
現
代
漢
語
詞
典
（
第
五
版
）
』
（
商
務
印
書
館
、
二

0
0
五
年
）
六
二
三
頁
。

(20)

同
書
一
六
五
一
頁
。

(21)

同
書
一

0
じ
0
頁。

(22)

同
書
八
五

0
頁。

(23)

同
書
―
―
四
頁
。

(24)

同
書
一
六
三
六
頁
。

(25)

夏
征
農
祖
『
辞
海
」
（
上
海
辞
書
出
版
社
、
二

0
0
0
年
）
一
六
三
一
頁
。

(26)

同
書
一
九
二
頁
。

(27)

同
書
二
三
三
三
頁
。

(28)

同
書
九
八
五
頁
。

(29)

他
の
例
と
し
て
、
「
反
聾
断
法
」
五
二
条
等
が
あ
る
。

(30)

他
の
例
と
し
て
、
「
労
働
争
議
調
解
仲
裁
法
」
二
七
条
等
が
あ
る
。

(31)

例
え
ば
、
一
三
三
条
の
交
通
事
故
過
失
致
死
傷
罪
、
危
険
運
転
罪
等
で
あ
る
。

翌
特
許
庁
サ
イ
ト
〈
h
t

ア
ク
セ
ス
）
。

33)

米
匡
専
利
商
標
局
訳

二
頁
。

一
八
―
|

（二

0
一
六
年
一
月
三

0

1
0
一
四
年
商
標
評
審
案
什
メ
ロ
ロ
3

□

1
1
/
」
¥
…
口
り
化
」
法
務
通
訊
二

0
一
五
年
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こおける「その他不良な影響」を有する標識について

34)

米
匡
専
利
商
標
局
訳

30)

特
許
庁
絹
『
工
業
所

f
n
;砂

36)

特
許
庁
「
商
標
審
査
I['llil

一
月
二
七
日
最
終
ア
ク
セ
ス

(37)

東
京
高
判
平
成
―
一
年
―
一
月
二
九
日
判
時
一
じ
一

0
号
一
四
一
頁
〔
母
衣
旗
事
件
〕
。

(38)

ボ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
（
湯
宗
舜
1
1

段
瑞
林
訳
）
『
保
護
工
業
産
権
己
黎
公
約
解
説
」
（
専
利
文
献
出
版
社
、
一
九
八
四
年
）
一

0
六
頁
。

(39)

国
家
エ
商
行
政
管
理
総
局
商
標
局
絹
著
『
中
華
人
民
共
和
国
商
標
法
釈
義
」
（
中
国
エ
商
出
版
社
、
二

0
0
三
年
）
五
七
頁
、
菫
保
謀
『
商

標
法
律
詳
解
』
（
中
国
エ
商
出
版
社
、
二

0
0
四
年
）
五
一
頁
。

(40)

雹
紀
華
11

表
敬
梅
11

王
柏
1
1

趙
雷
1
1

劉
淑
強
編
著
『
中
華
人
民
共
和
匡
商
標
法
釈
義
及
実
用
指
南
」
（
研
究
出
版
杜
、
二

0
0
一
年
）
七
四

頁。
(41)

王
乃
坤
「
人
民
団
体
名
称
不
得
作
為
商
標
」
〈
http
・ミ
www.npc.gov.cn
¥
 
n
p
c
 ¥
 
x
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n
w
e
n
 ¥
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¥
 18 ¥
 
c
o
n
t
e
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t—1
8
1
0
2
3
3
.
h
t
r
n

〉
（
二O

一
六
年
一
月
ニ
―
日
最
終
ア
ク
セ
ス
）
。

逐
条
解
説
（
第
一
九
版
）
』

―
二
八
六
ー
一
＿
一
八
七
頁

[
〉
（
二

0
1
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